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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の状況

 

回次 第59期中 第60期中 第61期中 第59期 第60期

会計期間

自　平成28年
　　１月１日
至　平成28年
　　６月30日

自　平成29年
　　１月１日
至　平成29年
　　６月30日

自　平成30年
　　１月１日
至　平成30年
　　６月30日

自　平成28年
　　１月１日
至　平成28年
　　12月31日

自　平成29年
　　１月１日
至　平成29年
　　12月31日

売上高 (千円) 684,627 702,063 678,549 1,395,984 1,421,278

経常利益 (千円) 68,039 70,570 73,498 160,367 186,106

中間(当期)純利益 (千円) 74,998 66,547 54,134 220,899 175,397

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000

発行済株式総数 (株) 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800

純資産額 (千円) 494,461 706,910 869,895 640,362 815,760

総資産額 (千円) 10,630,818 10,920,388 11,299,393 10,610,957 10,958,428

１株当たり純資産額 (円) 274,701 392,728 483,275 355,757 453,200

１株当たり中間(当期)純
利益金額

(円) 41,666 36,971 30,075 122,722 97,443

潜在株式調整後１株当
たり中間(当期)純利益
金額

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり
中間(年間)配当額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 4.7 6.5 7.7 6.0 7.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 294,602 356,435 368,641 281,809 375,763

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △127,975 △94,067 △53,431 △1,154,263 △405,918

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 123,900 61,600 82,300 154,800 147,900

現金及び現金同等物
の中間期末(期末)残高

(千円) 1,287,948 603,735 795,023 279,767 397,512

従業員数
[外、平均臨時雇用者数]

(人)
62 62 63 57 61

(158) (161) (165) (159) (160)
 

(注) １　当社は中間連結財務諸表を作成していないので、中間連結会計期間等にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておらず、また、関連会社を有していないため、持分法を適用した場合の投資利益は記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はございません。

 

３ 【関係会社の状況】

該当事項はございません。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

平成30年６月30日現在

従業員数(人) 63(165)
 

(注) 　従業員数は就業人員(嘱託等６名を含む)であり、また、臨時雇用者数は、当中間会計期間の平均人員を(　)外

数で記載しております。

 

(2) 労働組合の状況

労働組合との間に特記すべき事項はございません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【業績等の概要】

(1) 業績

当中間会計期間における日本経済は、人手不足や海外の政治経済動向などによる景気の下振れリスクも抱えてい

ますが、設備投資が増加していることや、個人消費も低調ながら緩やかに持ち直す傾向が見られるなど、デフレ脱

却に向けて少しずつ歩みを進めています。

　当中間期の武蔵カントリー倶楽部は、１月下旬～２月上旬にかけて積雪によるクローズが続いたため、営業日

数、来場者数共に前年同期を下回りました。その結果、営業成績は下振れしましたが、入会登録料が見込みを上

回ったため、経常利益は前年同期から微増となりました。

　当中間期における営業日数は、積雪クローズの影響により、前中間期より9.0日減少して140.5日となりました。

また、来場者数については、メンバーが18,392名（前年同期比5.2％減）、ゲストが11,390名（前年同期比6.2％

減）、合計で29,782名（前年同期比5.6％減）となりました。コース別では、豊岡コースはメンバーが9,197名、ゲ

ストが5,917名、合計で15,114名（前年同期比7.6％減）、笹井コースはメンバーが9,195名、ゲストが5,473名、合

計で14,668名（前年同期比3.4％減）と共に減少しました。

　営業成績については、業務収入は416,438千円（前年同期比4.9％減）、食堂売店売上は103,824千円（前年同期比

0.8％減）となり、来場者数の減少が寄与した結果となりました。年会費収入は158,286千円（前年同期比0.8％減）

となり、売上高は合計で678,549千円（前年同期比3.3％減）となりました。

　売上原価については、業務費が減価償却費の減少などにより、541,377千円（前年同期比2.1％減）、食堂売店費

が人件費の増加などにより、106,750千円（前年同期比1.0％増）となり、売上原価は合計で648,127千円（前年同期

比1.6％減）となりました。また、販売費及び一般管理費は、クラブハウス周辺樹木の伐採により造園管理費などが

増加したため、95,180千円（前年同期比5.3％増）となりました。

　以上の結果、営業損失は64,759千円（前年同期比38.0％増）と悪化しました。営業外収益は、新規入会者の増加

により、139,132千円（前年同期比18.3％増）となり、経常利益は73,498千円（前年同期比4.1％増）となりまし

た。

　特別損失として固定資産除却損などを計上し、税引前中間純利益は69,134千円（前年同期比2.4％増）となりまし

た。法人税等465千円を差し引き、法人税等調整額14,534千円を計上した結果、中間純利益は54,134千円（前年同期

比18.7％減）となりました。

 

(2) キャッシュ・フロー

当中間会計期間末において、現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べ397,510千

円増加し、795,023千円（前事業年度末比100.0％増）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において、営業活動の結果得られた資金は368,641千円（前年同期比3.4％増）となりました。こ

れは主にその他の流動負債の増加によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において、投資活動の結果使用した資金は53,431千円（前年同期比43.2％減）となりました。こ

れは主に投資有価証券の取得による支出の減少によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において、財務活動の結果得られた資金は82,300千円（前年同期比33.6％増）となりました。こ

れは主に会員預り金の受入による収入の増加によるものです。
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２ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 営業収入実績

 

内訳

前中間会計期間
 (自　平成29年１月１日
 至　平成29年６月30日)

当中間会計期間
 (自　平成30年１月１日
 至　平成30年６月30日)

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

業務収入

メンバー料収入 27,662 3.9 26,166 3.9

ゲスト料収入 172,163 24.5 165,874 24.5

厚生料収入 78,286 11.2 74,066 10.9

貸ロッカー収入 2,608 0.4 2,473 0.4

練習ボール収入 8,183 1.2 7,744 1.1

キャディー料収入 131,548 18.7 124,150 18.3

競技料収入 5,632 0.8 5,047 0.7

レッスン料収入 8,347 1.2 7,302 1.1

その他収入 3,376 0.5 3,611 0.5

計 437,809 62.4 416,438 61.4

食堂売店
売上

食事売上 58,796 8.4 57,102 8.4

飲物売上 15,210 2.2 15,066 2.2

酒類売上 15,409 2.2 16,134 2.4

菓子類売上 323 0.0 677 0.1

土産品売上 4,303 0.6 3,598 0.5

煙草売上 401 0.1 287 0.1

ゴルフ用品売上 10,197 1.4 10,956 1.6

計 104,641 14.9 103,824 15.3

年会費収入 159,612 22.7 158,286 23.3

合計 702,063 100.0 678,549 100.0
 

(注)　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2) 収容能力

当ゴルフ場の快適な利用者の限度は一日当たり、両コース合計概ね300人程度です。

 

EDINET提出書類

株式会社武蔵カントリー倶楽部(E04626)

半期報告書

 5/28



 

(3) 来場者実績

月別来場者数

 

月別

前中間会計期間
 (自　平成29年１月１日
 至　平成29年６月30日)

当中間会計期間
 (自　平成30年１月１日
 至　平成30年６月30日)

メンバー ゲスト 計 営業日数 一日平均 メンバー ゲスト 計 営業日数 一日平均

１ 2,941 1,310 4,251 22.0 193 2,263 853 3,116 15.0 208

２ 2,685 1,132 3,817 21.0 182 2,251 1,106 3,357 19.0 177

３ 3,201 2,094 5,295 26.5 200 3,319 2,016 5,335 26.5 201

４ 3,886 2,643 6,529 26.5 246 3,615 2,567 6,182 26.0 238

５ 3,551 2,754 6,305 27.0 234 3,864 2,397 6,261 27.0 232

６ 3,143 2,207 5,350 26.5 202 3,080 2,451 5,531 27.0 205

計 19,407 12,140 31,547 149.5 211 18,392 11,390 29,782 140.5 212

％ 61.5 38.5 100.0 ― ― 61.8 38.2 100.0 ― ―
 

 

コース別来場者数

 

月別

前中間会計期間
(自　平成29年１月１日
至　平成29年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成30年１月１日
至　平成30年６月30日)

豊岡コース 笹井コース
合計

豊岡コース 笹井コース
合計

メンバー ゲスト 計 メンバー ゲスト 計 メンバー ゲスト 計 メンバー ゲスト 計

１ 1,510 755 2,265 1,431 555 1,986 4,251 1,180 476 1,656 1,083 377 1,460 3,116

２ 1,284 695 1,979 1,401 437 1,838 3,817 1,061 594 1,655 1,190 512 1,702 3,357

３ 1,695 1,086 2,781 1,506 1,008 2,514 5,295 1,643 1,037 2,680 1,676 979 2,655 5,335

４ 2,065 1,323 3,388 1,821 1,320 3,141 6,529 1,847 1,345 3,192 1,768 1,222 2,990 6,182

５ 1,819 1,309 3,128 1,732 1,445 3,177 6,305 1,983 1,149 3,132 1,881 1,248 3,129 6,261

６ 1,466 1,354 2,820 1,677 853 2,530 5,350 1,483 1,316 2,799 1,597 1,135 2,732 5,531

計 9,839 6,522 16,361 9,568 5,618 15,186 31,547 9,197 5,917 15,114 9,195 5,473 14,668 29,782

％ 60.1 39.9 100.0 63.0 37.0 100.0 ― 60.9 39.1 100.0 62.7 37.3 100.0 ―
 

(注)　ゲストには、登録家族を含んでおります。
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３ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

当中間会計期間において、当社の経営方針、経営戦略並びに事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はご

ざいません。また、新たに定めた経営方針、経営戦略並びに新たに生じた課題はございません。

 

４ 【事業等のリスク】

当中間会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断

に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」につ

いて重要な変更はございません。

 
５ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はございません。

 

６ 【研究開発活動】

該当事項はございません。

 

７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態の分析

資産の部では、流動資産は前期末と比べて376,979千円増加し、2,488,450千円となりました。これは主に、現金

及び預金が397,510千円増加したことによるものです。

　固定資産は前期末と比べて36,014千円減少し、8,810,943千円となりました。これは主に減価償却により、有形固

定資産が32,042千円減少したことによるものです。　

　負債の部では、流動負債は前期末と比べて193,425千円増加し、356,974千円となりました。これは主に前受金が

170,940千円増加したことによるものです。

　固定負債は前期末と比べて93,405千円増加し、10,072,523千円となりました。これは主に新入会員からの入金に

より、会員預り金が82,300千円増加したことによるものです。

　純資産の部では、将来の大規模なコース改良・改修に伴う費用や除却損に備えるため、コース改良積立金を

50,000千円積み立て、前期に積み立てた50,000千円と合わせて100,000千円としました。中間純利益54,134千円を計

上した結果、株主資本は869,895千円となりました。

 

(2) 経営成績の分析

当中間会計期間の営業日数は、前中間会計期間より9.0日少ない140.5日となり、来場者数は前中間会計期間より

1,765名少ない29,782名となりました。その結果、売上高も前中間会計期間に比べて23,514千円減少し、678,549千

円となりました。

　売上原価・販売費及び一般管理費は、前中間会計期間と比べて5,692千円減少し、743,308千円となりました。主

な要因は、減価償却費などが減少したことによるものです。

その結果、営業損失は、前中間会計期間と比べて17,821千円増加し、64,759千円となりました。

営業外収益は、入会登録料が増加したことなどから、前中間会計期間と比べて21,527千円増加し、139,132千円と

なりました。

　以上の結果、経常利益は前中間会計期間と比べて2,927千円増加し、73,498千円となりました。固定資産除却損等

の特別損失を差し引き、税引前中間純利益は前中間会計期間と比べて1,649千円増加し、69,134千円となりました。

　法人税等465千円を差し引き、法人税等調整額14,534千円を計上した結果、中間純利益は前中間会計期間と比べて

12,412千円減少し、54,134千円となりました。

　当中間会計期間は、積雪クローズなどにより来場者数が減少したため、営業収支は前中間会計期間に比べて悪化

しました。しかし、入会登録料の増加により営業外収入が増収となったため、税引前中間純利益は前中間会計期間

から微増となりました。

 

(3) キャッシュ・フローの分析

「１　業績等の概要　(2) キャッシュ・フロー」に記載の通りです。
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【主要な設備の状況】

当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はございません。

 

２ 【設備の新設、除却等の計画】

(1) 重要な設備計画の完了

当中間会計期間において、前事業年度末に計画中であった重要な設備の新設について完了したものは、次のとお

りです。

 

事業所名
（所在地）

設備の内容
帳簿価額
（千円）

完了年月

豊岡コース
(埼玉県入間市)

クラブハウス談話室空調設備 7,731 平成30年３月

№15ホールグリーン裏造形工事 7,129 平成30年６月

笹井コース
(埼玉県狭山市)

フェアウェイモア２台 13,420 平成30年５月

 

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2) 重要な設備の新設等

　当中間会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設の計画は、次のとおりです。

 

事業所名
(所在地)

設備の内容

投資予定額
(千円) 資金調達方

法
着手年月 完了予定年月

総額 既支払額

豊岡コース
(埼玉県入間市)

システム更新 6,496 ― 自己資金 平成30年12月 平成30年12月

笹井コース
(埼玉県狭山市)

練習場防球ネット
嵩上げ工事

17,000 ― 自己資金 平成30年９月 平成30年９月

システム更新 5,946 ― 自己資金 平成30年12月 平成30年12月

 

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,300

計 2,300
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)

(平成30年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年９月25日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,800 1,800
該当事項は
ございません

単元株制度は
採用しておりません

計 1,800 1,800 ― ―
 

(注)　当社の株式を譲渡により取得するには、取締役会の承認を要する旨定款に定めております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はございません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はございません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はございません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の状況】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年６月30日 ― 1,800 ― 100,000 ― 133,000
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(6) 【大株主の状況】

平成30年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社講談社 東京都文京区音羽２－12－21 22 1.22

日本通運株式会社 東京都港区東新橋１－９－３ 6 0.33

東レ株式会社
東京都中央区日本橋室町２－１－１
日本橋三井タワー

5 0.28

朝日生命保険相互会社
東京都千代田区大手町２－６－１
朝日生命大手町ビル

4 0.22

ＲＫＢ毎日放送株式会社
東京都中央区銀座３－15－10
菱進銀座イーストミラービル２Ｆ

4 0.22

日本郵船株式会社
東京都千代田区丸ノ内２－３－２
郵船ビル

4 0.22

計 － 45 2.50
 

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成30年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　　1,800 1,800 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 1,800 ― ―

総株主の議決権 ― 1,800 ―
 

 

② 【自己株式等】

平成30年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 

 

２ 【株価の推移】

非上場のため、該当事項はございません。

 

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はございません。
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第５ 【経理の状況】

 

１　中間財務諸表の作成方法について

当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和52年大蔵省令第38号)に

基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間(平成30年１月１日から平成30年６月30

日まで)の中間財務諸表について、はやぶさ監査法人により中間監査を受けております。　

 

３　中間連結財務諸表について

当社には、子会社がないため、中間連結財務諸表を作成しておりません。

 

１ 【中間連結財務諸表等】

(1) 【中間連結財務諸表】

該当事項はございません。

 

(2) 【その他】

該当事項はございません。
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２ 【中間財務諸表等】

(1) 【中間財務諸表】

① 【中間貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年12月31日)
当中間会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,947,512 2,345,023

  売掛金 44,508 48,142

  たな卸資産 34,764 35,403

  繰延税金資産 58,082 46,266

  その他 26,602 13,614

  流動資産合計 2,111,470 2,488,450

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 1,651,535 1,622,568

   構築物（純額） 473,551 457,121

   土地 2,079,762 2,079,762

   コース勘定 998,054 1,005,113

   その他（純額） 147,770 154,065

   有形固定資産合計 ※1  5,350,674 ※1  5,318,631

  無形固定資産 4,870 4,301

  投資その他の資産   

   投資有価証券 3,429,895 3,429,896

   繰延税金資産 56,244 53,525

   その他 5,273 4,587

   投資その他の資産合計 3,491,413 3,488,009

  固定資産合計 8,846,957 8,810,943

 資産合計 10,958,428 11,299,393

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 32,690 39,438

  未払金 61,090 58,332

  賞与引当金 3,900 4,800

  その他 65,867 254,403

  流動負債合計 163,548 356,974

 固定負債   

  退職給付引当金 187,669 195,161

  役員退職慰労引当金 6,499 7,324

  会員預り金 9,784,950 9,867,250

  長期前受収益 ― 2,787

  固定負債合計 9,979,118 10,072,523

 負債合計 10,142,667 10,429,498
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年12月31日)
当中間会計期間

(平成30年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 100,000 100,000

  資本剰余金   

   資本準備金 133,000 133,000

   その他資本剰余金 186,462 186,462

   資本剰余金合計 319,462 319,462

  利益剰余金   

   その他利益剰余金   

    コース改良積立金 50,000 100,000

    繰越利益剰余金 346,297 350,432

   利益剰余金合計 396,297 450,432

  株主資本合計 815,760 869,895

 純資産合計 815,760 869,895

負債純資産合計 10,958,428 11,299,393
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② 【中間損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

当中間会計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 702,063 678,549

売上原価 658,636 648,127

売上総利益 43,427 30,421

販売費及び一般管理費 90,365 95,180

営業損失（△） △46,937 △64,759

営業外収益 ※1  117,605 ※1  139,132

営業外費用 97 874

経常利益 70,570 73,498

特別利益 ― ―

特別損失 ※2  3,086 ※2  4,363

税引前中間純利益 67,484 69,134

法人税、住民税及び事業税 465 465

法人税等調整額 471 14,534

法人税等合計 936 14,999

中間純利益 66,547 54,134
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③ 【中間株主資本等変動計算書】

 前中間会計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年６月30日)

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計

その他利益剰余金
利益剰余金

合計コース改良

積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 100,000 133,000 186,462 319,462 ― 220,899 220,899 640,362 640,362

当中間期変動額          

中間純利益      66,547 66,547 66,547 66,547

コース改良積立金の

積立
    50,000 △50,000 ― ― ―

当中間期変動額合計 ― ― ― ― 50,000 16,547 66,547 66,547 66,547

当中間期末残高 100,000 133,000 186,462 319,462 50,000 237,447 287,447 706,910 706,910
 

 

 当中間会計期間(自 平成30年１月１日 至 平成30年６月30日)

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計

その他利益剰余金
利益剰余金

合計コース改良

積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 100,000 133,000 186,462 319,462 50,000 346,297 396,297 815,760 815,760

当中間期変動額          

中間純利益      54,134 54,134 54,134 54,134

コース改良積立金の

積立
    50,000 △50,000 ― ― ―

当中間期変動額合計 ― ― ― ― 50,000 4,134 54,134 54,134 54,134

当中間期末残高 100,000 133,000 186,462 319,462 100,000 350,432 450,432 869,895 869,895
 

 

EDINET提出書類

株式会社武蔵カントリー倶楽部(E04626)

半期報告書

15/28



④ 【中間キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自 平成29年１月１日
 至 平成29年６月30日)

当中間会計期間
(自 平成30年１月１日
 至 平成30年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前中間純利益 67,484 69,134

 減価償却費 93,938 84,752

 長期前払費用の増減額（△は増加） △306 685

 敷金及び保証金の増減額（△は増加） △16 ―

 賞与引当金の増減額（△は減少） 900 900

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,283 7,492

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 784 825

 受取利息及び受取配当金 △12,822 △14,738

 有形固定資産除却損 1,623 1,056

 売上債権の増減額（△は増加） 4,510 △6,387

 たな卸資産の増減額（△は増加） △789 △638

 その他の流動資産の増減額（△は増加） 12,514 16,436

 仕入債務の増減額（△は減少） 7,523 6,747

 未払費用の増減額（△は減少） 19,302 20,302

 未払消費税等の増減額（△は減少） △5,117 △3,791

 長期前受収益の増減額（△は減少） △929 2,787

 その他の流動負債の増減額（△は減少） 152,116 169,965

 小計 342,002 355,528

 利息及び配当金の受取額 10,849 14,042

 法人税等の還付額 4,048 ―

 法人税等の支払額 △465 △930

 営業活動によるキャッシュ・フロー 356,435 368,641

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有価証券の償還による収入 100,000 ―

 投資有価証券の取得による支出 △600,000 ―

 有形固定資産の取得による支出 △44,066 △53,431

 定期預金の預入による支出 △550,000 △1,550,000

 定期預金の払戻による収入 1,000,000 1,550,000

 投資活動によるキャッシュ・フロー △94,067 △53,431

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 会員預り金の受入による収入 163,400 201,600

 会員預り金の返還による支出 △101,800 △119,300

 財務活動によるキャッシュ・フロー 61,600 82,300

現金及び現金同等物に係る換算差額 ― ―

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 323,968 397,510

現金及び現金同等物の期首残高 279,767 397,512

現金及び現金同等物の中間期末残高 603,735 795,023
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１　資産の評価基準及び評価方法

  (1) 有価証券

  満期保有目的の債券

 　償却原価法（定額法）を採用

  その他有価証券

 　時価のあるもの

 　　中間決算日の市場価額等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法

　　により算定)を採用

 　時価のないもの

　　　移動平均法による原価法

  (2) たな卸資産

  商品・貯蔵品…最終仕入原価法による原価法(貸借対照表価額は収益性低下に基づく簿価切り下げの方法により算

定)

 

２　固定資産の減価償却の方法

 (1) 有形固定資産

定率法

 ただし、平成10年４月１日以後取得の建物(建物附属設備を除く)並びに平成28年４月１日以後取得の建物附属設備

及び構築物については、定額法を採用しております。

 なお、主な耐用年数は以下のとおりです。

　　　建物　　　　　15年～50年

　　　構築物　　　　10年～45年

　　　機械及び装置　８年～17年

　(2) 無形固定資産

定額法

　なお、主な耐用年数は５年です。

 

３　引当金の計上基準

  (1) 賞与引当金

 従業員賞与の支給に充てるため、支給見込額基準により計上しております。

  (2) 退職給付引当金

 従業員の退職給付に備えるため、当中間会計期間末における退職給付債務(当中間会計期間末時点の自己都合要支給

額を退職給付債務とする簡便法)に基づき計上しております。

  (3) 役員退職慰労引当金

 役員の退職慰労金の支給に充てるため、内規に基づく中間期末要支給額を計上しております。

 

４　収益の計上基準

年会費収入については、期間の経過に基づいて計上し、それ以外の主な収益については、役務の提供に基づいて計

上しております。

 

５　中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

 中間キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許現金、随時引き出し可能な預金及び容

易に換金可能であり、かつ価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヵ月以内に償還期限の到来す

る短期投資からなっております。
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６　その他中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

  (1) 消費税等の会計処理

①　消費税等の会計処理は税抜方式によっております。

②　仮払消費税等及び仮受消費税等は相殺のうえ、未払消費税等として流動負債の「その他」に含めて表示してお

ります。

 

(会計方針の変更)

　該当事項はございません。

　　　　

(表示方法の変更)

該当事項はございません。

　

(会計上の見積りの変更)

該当事項はございません。

 

(追加情報)

　該当事項はございません。
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(中間貸借対照表関係)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

 
前事業年度

(平成29年12月31日）
当中間会計期間

（平成30年６月30日)

有形固定資産の減価償却累計額 2,765,630千円 2,829,511千円
 

 

(中間損益計算書関係)

※１　営業外収益のうち主要なもの

 
前中間会計期間

(自 平成29年１月１日
至 平成29年６月30日)

当中間会計期間
(自 平成30年１月１日
至 平成30年６月30日)

入会登録料  97,000千円 117,750千円

受取利息  1,303千円 1,385千円

有価証券利息 8,894千円 9,403千円

受取配当金 2,625千円 3,950千円
 

 

 

※２　特別損失のうち主要なもの

 
前中間会計期間

(自 平成29年１月１日
至 平成29年６月30日)

当中間会計期間
(自 平成30年１月１日
至 平成30年６月30日)

固定資産除却損   

　建物 ―千円 808千円

　構築物 ―千円 0千円

　機械及び装置  17千円 0千円

　工具、器具及び備品  0千円 ―千円

　コース勘定  1,606千円 247千円

　固定資産除却損合計  1,623千円 1,056千円

固定資産解体撤去費  1,462千円 3,307千円
 

 

　３　減価償却実施額

 
前中間会計期間

(自 平成29年１月１日
至 平成29年６月30日)

当中間会計期間
(自 平成30年１月１日
至 平成30年６月30日)

有形固定資産  93,383千円 84,184千円

無形固定資産  555千円 568千円

合計 93,938千円 84,752千円
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(中間株主資本等変動計算書関係)

前中間会計期間(自　平成29年１月１日　至　平成29年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

 

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式（株） 1,800 ― ― 1,800
 

 

２　自己株式に関する事項

該当事項はございません。

 

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はございません。

 

４　配当に関する事項

該当事項はございません。

 

当中間会計期間(自　平成30年１月１日　至　平成30年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

 

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式（株） 1,800 ― ― 1,800
 

 

２　自己株式に関する事項

該当事項はございません。

 

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はございません。

 

４　配当に関する事項

該当事項はございません。

 

(中間キャッシュ・フロー計算書関係)

　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に記載されている科目の金額との関係

 
前中間会計期間

(自 平成29年１月１日
至 平成29年６月30日)

当中間会計期間
(自 平成30年１月１日
至 平成30年６月30日)

現金及び預金勘定 1,953,735千円 2,345,023千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預
金

△1,350,000千円 △1,550,000千円

現金及び現金同等物 603,735千円 795,023千円
 

 

(リース取引関係)

　　　該当事項はございません。
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(金融商品関係)

金融商品の時価等に関する事項

中間貸借対照表計上額（貸借対照表計上額）、時価及びこれらの差額については、次のとおりです。なお、重要性

の乏しいもの、及び時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません（(注) ２参

照）。

 

　　前事業年度(平成29年12月31日)

 
貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額
(千円)

(1) 現金及び預金 1,947,512 1,947,512 ―

(2) 売掛金 44,508 44,508 ―

(3) 投資有価証券    

 　 ①満期保有目的の債券 2,899,995 2,931,233 31,238

資産計 4,892,016 4,923,254 31,238

(1) 買掛金 32,690 32,690 ―

(2) 未払金 61,090 61,090 ―

(3) 預り金 24,643 24,643 ―

負債計 118,424 118,424 ―
 

 

　　当中間会計期間(平成30年６月30日)

 
中間貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額
(千円)

(1) 現金及び預金 2,345,023 2,345,023 ―

(2) 売掛金 48,142 48,142 ―

(3) 投資有価証券    

　　①満期保有目的の債券 2,899,996 2,929,044 29,047

資産計 5,293,162 5,322,210 29,047

(1) 買掛金 39,438 39,438 ―

(2) 未払金 58,332 58,332 ―

(3) 預り金 23,406 23,406 ―

負債計 121,176 121,176 ―
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(注) １　金融商品の時価の算定方法に関する事項

　資産

(1) 現金及び預金

　預金は全て短期であるため、時価にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

 
　(2) 売掛金

　売掛金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。

 

　(3) 投資有価証券

　これらの時価については、取引金融機関から提示された価格によっております（保有目的ごとの有価証券に

関する注記事項は、「有価証券関係」注記を参照）。

 

　負債

(1) 買掛金、(2) 未払金及び(3) 預り金

　これらは全て短期で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。

 

(注) ２　時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：千円)　

区分
前事業年度

(平成29年12月31日)
当中間会計期間

(平成30年６月30日)

(1) 投資有価証券（非上場株式） 529,900 529,900

(2) 会員預り金 9,784,950 9,867,250
 

　投資有価証券（非上場株式）及び会員預り金については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認め

られるものであるため、上表には含めておりません。

(有価証券関係)

１　満期保有目的の債券で時価のあるもの

前事業年度(平成29年12月31日)

区分
貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額
(千円)

時価が貸借対照表計上額を
超えるもの

1,599,995 1,635,717 35,721

時価が貸借対照表計上額を
超えないもの

1,300,000 1,295,516 △4,483

合計 2,899,995 2,931,233 31,238
 

 

当中間会計期間(平成30年６月30日)

区分
中間貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額
(千円)

時価が中間貸借対照表
計上額を超えるもの

1,899,996 1,932,584 32,588

時価が中間貸借対照表
計上額を超えないもの

1,000,000 996,459 △3,540

合計 2,899,996 2,929,044 29,047
 

 

２　その他有価証券で時価のあるもの

前事業年度(平成29年12月31日)

　　　　　該当事項はございません。

 
当中間会計期間(平成30年６月30日)

　　　　　該当事項はございません。

 

EDINET提出書類

株式会社武蔵カントリー倶楽部(E04626)

半期報告書

22/28



 

(デリバティブ取引関係)

当社はデリバティブ取引を全く行っていないので、該当事項はございません。

 

(ストック・オプション等関係)

該当事項はございません。

 

(賃貸等不動産関係)

該当事項はございません。

 

(持分法損益等)

該当事項はございません。

 

(資産除去債務関係)

該当事項はございません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、ゴルフ場事業運営の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

【関連情報】

前中間会計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年６月30日)

１ サービスごとの情報

当社は、ゴルフ場事業として単一のサービスを提供しております。

　

２  地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はございません。

　

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はございません。

　

３  主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略しており

ます。

　

当中間会計期間(自 平成30年１月１日 至 平成30年６月30日)

１ サービスごとの情報

当社は、ゴルフ場事業として単一のサービスを提供しております。

　

２  地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はございません。

　

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はございません。

　

３  主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略しており

ます。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はございません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はございません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はございません。

 

(１株当たり情報)

１株当たり純資産額及び算定上の基礎並びに１株当たり中間純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりで

す。

 

項目
前事業年度

（平成29年12月31日)
当中間会計期間

（平成30年６月30日)

(1) １株当たり純資産額 453,200円 483,275円

   (算定上の基礎)   

中間貸借対照表(貸借対照表)の純資産の部合計額（千円) 815,760 869,895

普通株式に係る純資産額（千円） 815,760 869,895

普通株式の発行済株式数(株) 1,800 1,800

普通株式の自己株式数(株) ― ―

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数(株) 1,800 1,800
 

 

項目
前中間会計期間

(自　平成29年１月１日
至　平成29年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成30年１月１日
至　平成30年６月30日)

(2) １株当たり中間純利益金額 36,971円 30,075円

   (算定上の基礎)   

中間純利益(千円) 66,547 54,134

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る中間純利益(千円) 66,547 54,134

普通株式の期中平均株式数(株) 1,800 1,800
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はございません。

 

(2) 【その他】

　該当事項はございません。
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第６ 【提出会社の参考情報】

 

当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

 

有価証券報告書及びその添付書類

事業年度　第60期(自　平成29年１月１日　至　平成29年12月31日)　平成30年３月26日関東財務局長に提出
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はございません。
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独立監査人の中間監査報告書
 

 

 

平成30年９月20日

株式会社武蔵カントリー倶楽部

　　取　締　役　会　　御　中

 

はやぶさ監査法人  

代表社員
公認会計士　町井　　徹　　印

業務執行社員
 

代表社員
公認会計士　徳永　雅樹　　印

業務執行社員
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社武蔵カントリー倶楽部の平成30年１月１日から平成30年12月31日までの第61期事業年度の中間会計期間(平

成30年１月１日から平成30年６月30日まで)に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株

主資本等変動計算書、中間キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。

 

中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作

成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有

用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明

することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を

行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資

者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定

し、これに基づき中間監査を実施することを求めている。

中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続の

一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による中間財務

諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続

が選択及び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法

人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な

情報の表示に関連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに

経営者によって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
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中間監査意見

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、株式会社武蔵カントリー倶楽部の平成30年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間(平

成30年１月１日から平成30年６月30日まで)の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示してい

るものと認める。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

（注）１．上記は中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出

会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは中間監査の対象には含まれていません。
 

 

EDINET提出書類

株式会社武蔵カントリー倶楽部(E04626)

半期報告書

28/28


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１業績等の概要
	２生産、受注及び販売の状況
	３経営方針、経営環境及び対処すべき課題等
	４事業等のリスク
	５経営上の重要な契約等
	６研究開発活動
	７財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	１主要な設備の状況
	２設備の新設、除却等の計画

	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の状況
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	３役員の状況

	第５経理の状況
	１中間連結財務諸表等
	(1)中間連結財務諸表
	(2)その他

	２中間財務諸表等
	(1)中間財務諸表
	①中間貸借対照表
	②中間損益計算書
	③中間株主資本等変動計算書
	④中間キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報
	関連情報
	報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報
	報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報
	報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報


	(2)その他


	第６提出会社の参考情報

	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

